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こ
の
夏
、
そ
ん
な
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
あ
ら
た

め
て
小
池
百
合
子
都
知
事
の
公
約
に
目
を
通
し
て
み
た
と

こ
ろ
、
市
民
の
声
や
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た
よ
う
な
政
策

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
少
々
驚
き
ま
し
た
。

主
だ
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、
次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
、
小
池
都
知
事
の
公
約
だ
か

ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
選
挙
で
都
民
が
、
党
や
候
補
者

に
ど
ん
な
思
い
を
託
し
た
の
か
、
都
民
が
ど
う
い
う
思
い

で
都
知
事
選
挙
を
捉
え
た
の
か
、
そ
の
反
映
と
し
て
受
け

止
め
、
党
派
を
超
え
て
共
通
の
認
識
に
し
て
そ
の
実
現
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
９
月
市
議
会
で
、
大
き
く
以
下
３
つ
の
テ
ー
マ

で
質
問
し
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

①
貧
困
を
な
く
し
、
暮
ら
し
・
子
育
て
・
教
育
・
介
護
を

支
え
る
政
策
・
政
治

②
暮
ら
し
・
人
権
の
守
り
手
と
し
て
の
公
務
員
ま
た
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
事
業
者
・
労
働
者
の
処
遇

改
善
を
進
め
る
政
策
・
政
治

③
「
公
共
の
福
祉
優
先
」
の
原
則
に
基
づ
く
合
理
的
な
規

制
と
誘
導
で
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
・
気
候

対
策
を

進
め
る
政
策
・
政
治

市
長
の
答
弁
な
ど
は
、
次
回
の
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

「馬場市政の内実は河内執権政治だった」。

元幹部職員がそう吐露するように馬場市

政は、助役・副市長として１２年わたっ

て君臨してきた河内久男氏なしには考え

られないほど、その影響力は絶大でした。

馬場弘融市長は、河内氏の副市長退任後

も市立病院の経営専門監、その後、院長

相談役として要職に就け続けました。

「よきに計らえ」とばかりに、河内「権

力」に頼り続けたのです。

その河内「権力」は、裏側でとんでも

ない不正を行っていたことが明らかになっ

たのです。判明している限りでは市立病

院における不正が、その発端となってい

ます。市議会での追及などによって、徐々

にその実態が見えてきましたが、以下３

点が、市立病院における不正と解明の全

体像です。

第一に、河内氏は、違法な兼業を行なっ

ていたこととともに、臨時職員としての

賃金とは別に、条例上の根拠も契約書も

ない日当６万円(月額４８万円以上・総額

２５６８万円・通勤手当を含めると３５

２７万円)の第２報酬(ヤミ手当)を支給さ

れていたこと。

第二に、この第２報酬に関し、病院事

務長、副市長、市長が2019年の春の時

点で把握していながら、その事実を市民

にも議会にも隠し続け、第三者委員会の

調査結果ではじめて明らかするに至った

こと。

第三に、河内氏は、臨時職として週に3

日月額２８万円(後に３６万円)の処遇から、

どういう経過で日当６万円が支給される

ことになったのか、誰が決裁したのか、

明らかになっていないこと。

どうしてこんな不正がまかり通ってき

たのか。市長、そして市議会の責任が問

われる問題です(つづく)。

中野あきと

８月の半ば 、今年も市内・宮の田中ナシ園で梨

の収穫が始まっていました。高温と日照りで今年

は実は小さいが味はいいということです。収穫は

１０月初旬までつづきます。 （南平 Ｙ）

《
９
月
市
議
会
》
中
野
あ
き
と
市
議
一
般
質
問

都
知
事
選
で
見
え
た

暮
ら
し
・
人
権
・
環
境
な
ど･･･

こ
れ
か
ら
の
日
野
市
政
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

７
月
に
行
わ
れ
た
都
知
事
選
は
本
当
に
悔
し
く
、
残

念
な
結
果
で
し
た
。
同
時
に
、
選
挙
の
た
た
か
い
方
や

公
約
の
伝
え
方
、
公
営
掲
示
板
枠
の
売
却
問
題
や
表
現

の
自
由
と
の
関
係
で
議
論
を
呼
ん
だ
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の

あ
り
方
ま
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
選

挙
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
そ
ん
な
思
い
で
日
野
市

政
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
政
策
や
政
治
の
方
向
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

中
野
あ
き
と

・学校給食の補助や医療費助成のさ

らなる充実

・多摩モノレールをシルバーパスの

対象に

・保育の無償化・大学給付型奨学金

制度の創設

・子育て世帯への家賃負担の軽減

・在宅医療介護支援・おひとりさま

高齢者支援 の強化

・特養ホームやグループホームなど

の更なる整 備

・非正規雇用の処遇改善・中小企業

の賃上げの徹底支援

・男女の賃金格差解消ヘ向けた支援

猛
暑
の
中

ナ
シ
の
収
穫

[第２回]「河内王国」の大罪

〜市立病院をめぐって①

＜連載＞「不正問題を２度と繰り返さないために！」 市政で起こったこと、そしてこれから
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わたなべ三枝・清水とし子事務所

■ ３日（木）ＰＭ６時～８時

わたなべ・淸水事務所

■1０日（木）ＰＭ１時～３時

市役所６階共産党控室

こんにちは

都議会議員

清水とし子です

民族差別・ヘイト行為

を増長させる

小池知事の責任は重大

日刊 ●月３４９７円

日曜版●月 ９９０円

小池百合子知事に厳しく抗議

関東大震災朝鮮人犠牲者追悼式典に追悼文送付を

日本共産党東京都議会議員団、グリーンな東京、都議会生活

者ネットワークは 8 月 29日、小池百合子都知事宛てに「関東

大震災朝鮮人犠牲者追悼式典への追悼文を送付しないことに厳

しく抗議し、送付再開を求める要請」を行いました。

8 月 14 日、小池百合子知事が今年も関東大震災朝鮮人犠牲

者追悼式典に追悼文を送付しないと報道されました。小池知事

のこうした姿勢は、虐殺の被害者をおとしめ、歴史の修正や民

族差別を助長するものです。

関東大震災発生時、〝朝鮮人が暴動を起こす〟〝朝鮮人が井

戸に毒を投げ入れた〟などの流言飛語が発生し、軍隊や警察、

自警団などにより、数千人もの朝鮮人や中国人などの命が奪わ

れました。東京都は朝鮮人虐殺事件を「東京の歴史の拭うこと

のできない汚点」（『東京百年史』）とし、関東大震災 50 年

の時、市民や都議会各会派の幹事長も参加して墨田区横網町公

園に追悼碑を建立し、歴代知事による追悼文送付をしてきまし

た。小池知事の追悼文送付中止は、東京都自身や都議会の、悲

劇を「二度とくり返さない」という誓い、歴史を継承する決意

をいとも簡単に投げ捨てるもので許されません。

９月7日と８日、南平８丁目の熊野神社

の祭礼が行われました。昨年につづいての

開催です。８日には神輿（みこし）が南平

８丁目と７丁目などを巡行ました。午前は

子ども神輿も出ました。

９月とは思えない、猛暑の中の神輿の巡

行でした。（Ｙ）

市
の
『
ま
ち
づ
く
り
方
針
』

に
反
す
る
構
想

日
野
市
に
は
市
民
参
加
で
策
定

し
た
『
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
「
工
業
系
の
土

地
利
用
」
に
関
し
て

「
周
辺
の
住
環
境
の
土
地
利
用
や

建
物
の
高
さ
に
調
和
す
る
よ
う
地

区
計
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
く
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

高
さ
80
㍍
の
巨
大
施
設
は
、
高

さ
10
㍍
以
下
の
周
辺
の
住
環
境
と

は
相
容
れ
ず
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

市
は
事
業
者
へ
の
指
導
を

日
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

よ
れ
ば

「
事
業
者
に
対
し
、
適
切
な
助
言

ま
た
は
指
導
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
市
の
責
任
を
定
め

て
い
ま
す
。
市
に
は
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
沿
っ
た
構
想
と
な
る
よ
う
、

事
業
者
に
指
導
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

日
野
自
工
跡
地
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

高
さ
80
㍍
の
巨
大
な
施
設

「イノシシ注意」の看板があるのは

西平山４丁目。サツマイモやトウモロ

コシを食い荒らしています。

電気柵設置には約１０万円の費用が

掛かりますが、日野市は半分の５万円

を補助すつため５０万円を補正予算で

計上しました（すでに購入設置してい

る農業者も対象）。

確保・駆除は八王子猟友会（日野市

には猟友会がない）に委託。捕獲の方

法はくくり罠。早く捕獲して安心して

農作業や生活ができればいいのですが。

80
㍍
と
言
え
ば
、
地
上
７
階
建
て
の
市
庁
舎
の
約
３
倍
の
高
さ
に
な
り
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
焼
却
炉
の
煙
突
の
高
さ
に
匹
敵
し
ま
す
。
し
か

も
幅
は
１
７
０
㍍
、
奥
行
は
１
０
０
㍍
で
す
。
こ
ん
な
巨
大
な
容
積
の
施

設
が
３
棟
、
日
野
台
の
丘
陵
の
上
に
建
つ
と
い
う
構
想
で
す
。

用
途
は
、
全
市
民
が
使
う
数
倍
の
電
力
を
必
要
と
す
る
『
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
』
。
地
域
の
住
環
境
に
と
っ
て
も
、
日
野
市
の
気
候
変
動
対
策
に
と
っ

て
も
、
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
で
す
。

今年も熊野神社で祭礼

駅
前
の
大
通
り
を
挟
ん
で
、

わ
が
町
と
隣
町
の
悪
童
た
ち

が
対
峙
し
た
。
さ
さ
い
な
こ

と
で
喧
嘩
に
な
り
、
先
ず
は

威
嚇
の
に
ら
み
合
い
に
▼
敵
に
は
竹
棒

を
持
つ
ヤ
ツ
が
い
た
。
な
ら
ば
こ
ち
ら

も
と
思
っ
た
が
、
総
大
将
の
よ
っ
ち
ゃ

ん
が
止
め
た
▼
喧
嘩
と
言
っ
て
も
戦
争

ご
っ
こ
の
よ
う
な
も
の
。
棒
の
よ
う
な

「
武
器
」
は
持
た
な
い
の
が
暗
黙
の
ル
ー

ル
。
道
に
落
ち
て
い
る
馬
糞
を
す
く
い

投
げ
合
っ
て
も
、
石
こ
ろ
は
手
に
し
な

か
っ
た
▼
あ
れ
か
ら
80
年
余
経
っ
た
今

年
７
月
、
日
米
の
外
務
・
防
衛
の
大
臣

が
会
談
。
米
国
の
核
の
脅
威
で
相
手
国

を
威
嚇
す
る
「
拡
大
抑
止
」
を
話
し
合
っ

た
▼
使
う
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
こ
そ

の
「
核
に
よ
る
抑
止
」
で
あ
る
。
そ
れ

は
あ
の
惨
禍
を
、
再
び
引
き
起
こ
す
こ

と
も
た
め
ら
わ
な
い
と
い
う
立
場
で
は

な
い
か
▼
８
月
、
広
島
被
爆
の
日
。
平

和
記
念
式
典
で
「
平
和
へ
の
誓
い
」
を

読
み
上
げ
た
の
は
、
悪
童
た
ち
と
同
じ

年
頃
の
こ
ど
も
代
表
だ
っ
た
▼
「
一
人

一
人
が
相
手
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
。

『
違
い
』
を
『
良
さ
』
と
捉
え
、
自
分

の
考
え
を
見
直
す
こ
と
。
私
た
ち
で
も

で
き
る
平
和
へ
の
一
歩
で
す
」
と
い
う

「
対
話
と
共
存
」
の
訴
え
。
臨
席
の
首

相
に
は
ど
う
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
▼

「
危
な
い
か
ら
棒
は
持
つ
な
」
と
い
う

悪
童
た
ち
で
す
ら
持
っ
て
い
た
分
別
。

な
ぜ
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
持
て
な
い

の
だ
ろ
う
か
▼
隣
町
と
の
対
立
も
、
小

競
り
合
い
は
あ
っ
た
が
数
日
の
う
ち
に

解
消
し
た
。
大
将
同
士
で
「
話
を
つ
け

た
」
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
そ
ん
な
す
べ

も
心
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
Ｋ
）

市内にイノシシ出没

日野市が対応で予算化

短信


